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　７月 15 日、第 55 回羽黒神社奉納浅瀬石地区子ども会相撲大会が同神社境内で開かれ、
浅瀬石小学校の男子児童が土俵上で白熱した取り組みを繰り広げました。同日は女子児童に
よる第 26 回浅瀬石地区子ども会腕相撲大会も同小で開かれました。



市
庁
舎
の
耐
震
対
策
に
よ
る
使
用
制
限
に

伴
い
、
税
申
告
会
場
の
確
保
を
含
め
、
財
政

的
な
目
処
が
つ
い
た
こ
と
か
ら
、
多
目
的

ホ
ー
ル
の
改
修
を
行
い
、
再
開
す
る
た
め
の

経
費
と
し
て
約
７
千
万
円
が
補
正
予
算
と
し

て
追
加
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
再
開
後
の
利
活

用
に
つ
い
て
は
、
１
月
か
ら
３
月
ま
で
は
、

税
の
申
告
会
場
と
し
て
使
用
し
、
４
月
か
ら

12
月
ま
で
は
、
事
前
申
込
み
に
よ
る
一
般
貸

出
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。

○
平
成
30
年
度

黒
石
市
一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
予
算
額

１
億
５
８
７
万
５
千
円

補
正
後
の
予
算
額

１
６
０
億
９
８
８
７
万
５
千
円

平
成
29
年
度
黒
石
市
国
民
健
康
保
険
黒
石

病
院
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
議
員
全

員
を
も
っ
て
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
委
員
会
に
お
い
て
審
議
の
上
、

全
会
一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
29
年
度

黒
石
市
国
民
健
康
保
険
黒
石
病
院
事
業
会
計
決
算

収
益
的
収
入
及
び
支
出

収
入

43
億
６
５
０
４
万
１
千
円

支
出

45
億
８
１
５
１
万
０
千
円

差
引
（
当
年
度
純
損
失
）

２
億
１
６
４
６
万
９
千
円

第
２
回
定
例
会
議
案
審
議

可
決
さ
れ
た
議
案
の
中
か
ら

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

○
平
成
30
年
第
２
回
定
例
会

会
期
14
日
間

７
月
４
日
～
７
月
17
日

○
第
２
回
定
例
会
で
可
決
・
承
認
・

報
告
・
同
意
し
た
議
案
等

市
長
提
出
議
案
25
件
中
・
・
・
25
件

議
員
提
出
議
案
１
件
中
・
・
・
１
件

以
上
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
全
て
の
議
案
名

と
そ
の
結
果
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

黒
石
公
民
館
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

の
改
修
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
決
算

（
公
営
企
業
会
計
）

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
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地
方
自
治
に
貢
献
し
た
議
員
と
し
て
、
５

月
30
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
全
国
市
議

会
議
長
会
第
94
回
定
期
総
会
に
お
い
て
表
彰

状
が
送
ら
れ
、
７
月
４
日
の
定
例
会
の
開
会

日
に
北
山
一
衛
議
長
か
ら
表
彰
状
の
伝
達
が

あ
り
ま
し
た
。

＊
在
職
15
年
表
彰

○
黒
石
市
特
別
職
の
職
員
の
給
料
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て市

長
の
給
料
月
額
を
30
㌫
減
額
す
る
条
例

が
市
よ
り
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
厳

し
い
財
政
事
情
が
続
く
も
の
と
判
断
し
、
引

き
続
き
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
延
長
す
る

も
の
で
す
。

識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
選
任
さ
れ

た
監
査
委
員
の
辞
職
に
伴
い
、
黒
石
市
監
査

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

住

所

追
子
野
木
三
丁
目

氏

名

今

田

貴

士

生
年
月
日

昭
和
25
年
11
月
30
日

市
長
の
給
料
月
額
を

引
き
続
き
減
額
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
黒
石
市
水
道
事
業
会
計
決
算

お
よ
び
下
水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
も

決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
全

会
一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
29
年
度
黒
石
市
水
道
事
業
会
計
決
算

収
益
的
収
入
及
び
支
出

収
入

７
億
５
７
７
３
万
７
千
円

支
出

６
億
７
３
５
８
万
８
千
円

差
引
（
当
年
度
純
利
益
）

８
４
１
４
万
９
千
円

○
平
成
29
年
度
黒
石
市
下
水
道
事
業
会
計
決
算

収
益
的
収
入
及
び
支
出

収
入

10
億
８
０
９
４
万
４
千
円

支
出

９
億
６
９
３
３
万
２
千
円

差
引
（
当
年
度
純
利
益
）

１
億
１
１
６
１
万
２
千
円

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

表彰状の伝達を受けた大溝雅昭議員
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新 政 会
三上 廣大 議員

一問一答方式

⬘

市
民
文
化
会
館
と
多
目
的
ホ
ー
ル

の
再
開
へ
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

⬙

市
民
文
化
会
館
再
開
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
度
に
文
化
会
館
再
開
に
関
し

て
再
度
、
建
築
工
事
費
、
電
気
工
事
費

及
び
機
械
設
備
工
事
費
に
つ
い
て
調

査
・
検
討
し
た
結
果
、
多
額
の
工
事
費

用
が
か
か
る
事
か
ら
、
再
開
は
難
し
い

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

多
目
的
ホ
ー
ル
再
開
に
つ
い
て
は
現

在
、
調
査
お
よ
び
実
施
設
計
を
行
っ
て

お
り
、
12
月
末
の
完
成
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

①
牛
乳
給
食
に
つ
い
て

②
当
市
の
婦
人
会
に
つ
い
て

③
ス
ポ
カ
ル
イ
ン
黒
石
に
つ
い
て

④
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

⬘

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
お

け
る
問
題
点
の
改
善
に
つ
い
て
。

⬙

待
機
児
童
が
市
内
４
地
区
で
37
名
い

ま
す
。
解
決
策
と
し
て
自
由
来
館
等
で

対
応
し
て
い
ま
す
が
、
東
地
区
児
童
セ

ン
タ
ー
は
、
増
設
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
新
し
い
体
制
づ
く
り
を
検
討
し
ま

す
。

⬘

消
防
団
車
両
等
の
更
新
や
屯
所
建

設
等
に
係
る
補
助
金
制
度
に
つ
い

て
。

⬙

消
防
団
車
両
等
の
更
新
に
つ
い
て
は

５
年
間
の
更
新
計
画
を
作
成
し
て
お
り

ま
す
が
、
計
画
通
り
に
更
新
で
き
て
お

り
ま
せ
ん
。
そ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
消

防
団
と
協
議
し
、
今
後
の
計
画
を
検
討

し
ま
す
。

補
助
金
制
度
は
「
黒
石
市
消
防
屯
所

設
置
事
業
交
付
要
綱
」
等
で
定
め
ら

れ
、
工
事
完
了
後
の
確
認
、
合
格
を

も
っ
て
支
給
と
な
る
も
の
で
す
。

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
行
わ
れ

た
一
般
質
問
の
中
か
ら
１
議
員
に
つ

き
２
項
目
程
度
の
質
問
及
び
答
弁
の

要
旨
を
質
問
議
員
が
作
成
し
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
議
員

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

会
議
録
の
公
開
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
一
般
質
問
の
内
容
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

フ
ァ
イ
ル
に
て
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

自民・公明クラブ
工藤 俊広 議員

一問一答方式

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

い
た
だ
く
と
簡
単
に
掲

載
サ
イ
ト
に
接
続
で
き

ま
す
。 ８

人
が
市
政
を
問
う

一
般
質
問
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自民・公明クラブ
大溝 雅昭 議員

一問一答方式

⬘

小
学
校
統
合
に
際
し
て
、
通
学
路

の
安
全
等
心
配
さ
れ
て
い
る
東
小
学

校
前
道
路
に
つ
い
て
。

⬙

時
間
、
財
政
等
の
問
題
か
ら
、
拡
張

は
難
し
く
、
地
域
の
方
、
保
護
者
の
方

の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

⬘

10
地
区
の
課
題
と
対
策
に
つ
い
て
。

⬙

地
区
で
の
課
題
内
容
が
異
な
り
、
話

し
合
い
や
対
応
策
の
決
定
に
至
る
ま
で

に
時
間
を
要
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

域
力
向
上
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⬘

各
家
庭
内
、
公
共
施
設
内
の
自
然

災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
事
前
対
策
は
。

⬙

防
災
意
識
の
高
さ
は
自
主
防
災
組
織

率
か
ら
伺
え
ま
す
が
、
重
要
と
考
え
る

「
自
助
」
に
つ
い
て
も
出
前
講
座
等
で

更
な
る
防
災
意
識
高
揚
を
図
り
ま
す
。

高 佑 会
髙橋美紀子 議員

一問一答方式

黒石市民クラブ
工藤 和子 議員

一括方式

⬘

若
手
女
性
農
業
者
の
組
織
化
を
進

め
る
に
至
っ
た
背
景
と
経
緯
お
よ
び

組
織
後
の
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
。

⬙

農
業
の
活
性
化
の
た
め
に
は
女
性
農

業
者
の
活
力
と
ア
イ
デ
ア
が
必
要
と
考

え
、
各
種
研
修
会
へ
積
極
的
に
参
加
し

て
い
る
11
人
で
組
織
し
ま
し
た
。

今
後
は
女
性
農
業
者
が
活
躍
で
き
る

環
境
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
ま
す
。

⬘

公
共
施
設
に
お
け
る
危
険
箇
所
へ

の
対
応
に
つ
い
て
。

⬙

公
共
施
設
で
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て

調
査
の
結
果
、
庁
舎
東
・
西
側
の
塀
や

浅
瀬
石
小
プ
ー
ル
付
近
、
黒
石
東
小
体

育
館
裏
付
近
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
危
険

箇
所
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
注

意
喚
起
の
措
置
を
し
、
撤
去
ま
た
は
補

強
の
工
法
等
を
検
討
し
ま
す
。

⬘

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
に
つ
い

て
。

⬙

ス
ポ
カ
ル
イ
ン
黒
石
は
築
22
年
、
運

動
公
園
野
球
場
は
築
44
年
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
は
築
39
年
、
陸
上
競
技
場
は
築

33
年
、
プ
ー
ル
は
築
28
年
と
そ
れ
ぞ
れ

経
過
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
改
修
が
必
要
と
考
え
て
い
る

の
は
ス
ポ
カ
ル
イ
ン
黒
石
の
照
明
設

備
、
野
球
場
の
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
設

備
、
平
成
24
年
に
一
部
改
修
し
た
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
残
り
の
４
面
と
、
そ
の
他

に
つ
い
て
も
計
画
的
に
環
境
整
備
を
し

て
い
き
ま
す
。

⬘

高
齢
者
地
域
見
守
り
事
業
の
委
託

料
の
使
い
方
に
つ
い
て
。

⬙

委
託
料
の
使
い
方
は
地
区
協
議
会
に

す
べ
て
任
せ
て
い
ま
す
。
今
後
は
使
い

方
を
調
査
し
、
各
地
区
に
情
報
を
提
供

し
ま
す
。
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自民・公明クラブ
大久保朝泰 議員

一問一答方式

⬘

市
立
図
書
館
の
新
設
に
係
る
国
、

県
の
補
助
金
は
。

⬙

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
中

に
組
み
込
み
ま
す
と
国
か
ら
３
分
の
１

が
補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

⬘

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
戦
略
推
進
事
業

に
係
る
企
業
及
び
公
共
事
業
の
進
捗

状
況
は
。

⬙

現
在
進
出
を
決
め
て
い
る
紅
屋
商
事

株
式
会
社
で
は
平
成
32
年
春
の
操
業
開

始
に
向
け
、
現
地
の
測
量
や
建
築
物
に

関
す
る
実
施
設
計
に
つ
い
て
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
し

て
は
、
既
に
測
量
設
計
を
実
施
し
、
関

連
す
る
市
道
の
拡
幅
と
上
下
水
道
管
の

整
備
を
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
ほ
か
数
社
か
ら
問
い
合
わ
せ
を

頂
い
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
進
出
に
つ

い
て
今
後
、
各
社
と
調
整
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

自民・公明クラブ
中田 博文 議員

一問一答方式

日本共産党
工藤 禎子 議員

一問一答方式

⬘

市
長
が
掲
げ
た
選
挙
公
約
の
項
目

に
つ
い
て
具
体
的
な
方
策
を
示
せ
。

⬙

①
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
活
用
に
つ

い
て
は
前
年
度
予
算
か
ら
財
務
会
計
シ

ス
テ
ム
導
入
し
、
各
事
業
単
位
で
予
算

執
行
状
態
が
把
握
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
成
果
を
平
成
31
年
度
予
算
編

成
に
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
す
。

②
教
育
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
在
進

め
て
い
る
小
・
中
連
携
事
業
を
継
続
し

な
が
ら
、
本
市
に
あ
っ
た
小
・
中
一
貫

教
育
の
構
築
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

③
黒
石
温
泉
郷
に
つ
い
て
は
誘
客
促

進
を
地
元
と
協
力
し
な
が
ら
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

○
黒
星
病
の
状
況
と
対
策
に
つ
い
て

○
黒
石
市
情
報
公
開
条
例
に
つ
い
て

○
生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

⬘

公
共
施
設
に
お
け
る
多
目
的
ト
イ

レ
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
。

⬙

黒
石
市
役
所
駐
車
場
、
駅
前
多
目
的

広
場
、
か
ぐ
じ
広
場
な
ど
、
市
内
９
施

設
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
車
い
す
の

方
や
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
も
利
用
で
き

る
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
市
が
管
理
す
る
公
共
施
設

62
施
設
の
う
ち
、
24
施
設
に
車
い
す
に

対
応
で
き
る
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
は
よ
り
利
用
し
や
す
い
施

設
に
な
る
よ
う
、
財
政
状
況
も
勘
案

し
、
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

⬘

黒
石
市
名
誉
市
民
の
周
知
活
動
に

つ
い
て
。

⬙

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
の
紹
介
」

ペ
ー
ジ
で
名
誉
市
民
の
略
歴
を
掲
載
す

る
な
ど
し
、
周
知
し
て
い
き
ま
す
。
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【放課後児童クラブ（りんごクラブ）現場視察について】

６月５日、民生福祉常任委員会（大溝雅昭委員長）は、西部・東・中部地区「り
んごクラブ」の視察を行い、クラブへの登録者数、現状や問題点を伺ってまいり
ました。
施設の職員からは、施設の部屋が狭く、体調が悪くなった児童が出た際の対応

に苦慮している事や、小学校統合後
の対応として、不審者、インフルエ
ンザ等の情報提供の方法についての
不安など、さまざまな意見をいただ
きました。
今回の視察を受け、児童と保護者

の皆さんがもっと安心して過ごせる
「りんごクラブ」となるよう、一般質
問等を通して行政に働きかけて行く
こととしました。
※平成 3 0 年 第 ２ 回定例会で２名

の委員が一般質問において課題を取
り上げました。

経済建設常任委員会活動報告

民生福祉常任委員会活動報告

西部児童館での視察の様子

【「りんご黒星病」に対する意見書の提出について】

７月３日、経済建設常任委員会（工藤和行委員長）は、花巻地区の佐々木博光
氏園地にて「知事の高品質りんご生産に係る現地激励」に参加後、同園において
りんごの生育状況等について確認するため、農林課から説明を受けました。
その中で、「りんご黒星病」が津軽地域で広く確認され、現地調査を実施するな

ど、農林課としても現状を注視して
い る と の こ と で し た。現 在、「り ん
ご黒星病」に対する特効薬がない状
態であり、被害の拡大を抑制するこ
と し か で き な い 状 況 で あ る こ と か
ら、委員会において協議を行い、７
月 の 定 例 会 に 対 し「り ん ご 黒 星 病」
対策へ特効薬の開発等の支援を求め
る意見書の提出を行うこととしまし
た。
※ ７ 月 1 7 日、定 例 会 に お い て 全

会一致で採択され、農林水産大臣お
よび青森県知事に提出しました。 ７月３日の園地視察の様子
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【重要伝統的建造物群保存地区の取り組みにつ
いて（福島県下郷町）】
　大内宿は街道宿場としての形態を残す町並み
として、国の選定を受けてから参勤交代や馬子
たちで賑わった時のように40余りのお土産屋さ
ん、15軒の食堂、2つの民宿が震災前の平成21
年には115万人、現在も80万人の来客を迎えて
います。
　当市も中町こみせ通り周辺の歴史的な町並み
を整え、大内宿のネギ蕎麦のような特徴的な食
の名物が必要であると考えます。
【廃校の有効活用について（秋田県五城目町）】
　平成25年に138年の歴史に幕を閉じた馬場
目小学校は、企業のオフィスや町のコミュニ
ティー活動を行う事業者などを支援する場「町
地域活性化支援センター（BABAME BASE)」と
して生まれ変わりました。移住起業家や地元企
業が入居し、体験学習やイベントなどが盛んに
開催され、地域交流の基点となり続けています。
　当市の廃校も、地域と市内外からの企業との融
合による活用や活性化を実現したいと考えます。

議員活動報告書
日本共産党　工藤　禎子
高　佑　会　髙橋美紀子
視察先
　福島県下郷町
　「伝統的建造物群保存地区の
　　取り組みについて」
　秋田県五城目町
　「廃校の有効活用について」
期　間：平成30年６月25～27日

　たくさんの方々の御支援によって、今号も無
事発行することが出来ました。市民の皆様は、
どう評価しているのでしょうか。こんな事も知
りたい等、ございましたらご意見お待ちしてお
ります。委員一同、わかりやすい紙面作りに取
り組んでおりますので、これからもよろしくお
願いします。　　　　　　　　　　工藤　和子

　たくさんの方々の御支援によって、今号も無
事発行することが出来ました。市民の皆様は、
どう評価しているのでしょうか。こんな事も知
りたい等、ございましたらご意見お待ちしてお
ります。委員一同、わかりやすい紙面作りに取
り組んでおりますので、これからもよろしくお
願いします。　　　　　　　　　　工藤　和子

福島県下郷町大内宿での視察の様子

議会報告会の様子（スポカルイン黒石）議会報告会の様子（スポカルイン黒石）

第13回議会報告会
を開催しました
第13回議会報告会
を開催しました

　７月27日（金）に開催し、47名（うち黒石、黒石
商業両校の高校生27名）の方々にご参加いただ
きました。議員16人中15人が出席し、北山一衛
議長、工藤俊広副議長から３月、７月定例会にお
ける審議議案等の説明があり、予算・決算委員長
を務めた村上啓二、今大介議員から平成30年度
予算、平成29年度公営企業会計（黒石病院、上・
下水道）決算の報告を行いました。
　その後、意見交換を行い、その中で高校生から
「外国人観光客がもっと黒石に来てもらうため
に、タクシーで市内の自然や文化的な場所をめ

ぐる観光ツアーの整備・充実を図れないか」、「黒石中学校付近に舗装整備されていない歩道
があり、通学に困っている」等の意見がありました。また、その他の参加者からは「地元に帰っ
てくる新卒者へ対し手厚い市の支援を」「黒石の朝市の整備、活性化はできないか」「西十和田
トンネルの進捗状況はどうなっているのか」などの質問、意見が出されました。
　幅広い世代の方との市政に対する意見交換ができ、大変ありがとうございました。市議会
では、今後も市民の皆様に議会に関心を持っていただけるよう努めてまいります。

8


